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今
野

こ

ん
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茉 ま

白 し
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（
１
６
） 

高
１
。
剣
道
経
験
者
の
剣
道
部
員 

立
石

た
て
い
し 

彩 い
ろ

華 は 
 

 
 

 

（
１
７
） 

高
２
。
剣
道
部
員
。
全
国
大
会
優
勝
者 

 

友
人
Ａ 

 
 

 
 

（
１
６
） 

友
人
Ｂ 

 
 
 

 
 

 

（
１
６
）
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１
． 

高
校
・
道
場
（
夕
） 一

般
的
な
剣
道
稽
古
場
。
壁
に
は
「
礼
・
義
・
理
・
勇
・
誠
」

の
五
つ
の
文
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

激
し
い
竹
刀
の
音
。
部
活
動
中
で
あ
る
。 

今
野
茉
白
（
１
６
）
と
立
石
彩
華
（
１
７
）
が
打
ち
合
う
。 

ふ
た
り
の
隙
間
か
ら
「
義
」
と
「
理
」
が
覗
く
。 

攻
防
の
中
で
彩
華
の
剣
先
が
茉
白
の
面
金
前
を
通
過
す
る
。 

審
判
を
す
る
顧
問
、
一
瞬
反
応
。 

茉
白
、
視
界
が
遮
ら
れ
た
こ
と
で
、
顔
を
傾
け
る
。 

彩
華
、
そ
の
瞬
間
に
面
を
決
め
る
。 

 

２
． 

高
校
・
昇
降
口
（
夕
） 

靴
箱
に
は
、
ま
ば
ら
に
靴
が
残
っ
て
い
る
。 

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
飾
る
棚
が
あ
り
、
剣
道
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
リ
ボ

ン
に
『
令
和
６
年
度
個
人
戦
優
勝 

立
石
彩
華
』
と
あ
る
。 

 

３
． 

高
校
・
廊
下
（
夕
） 昇

降
口
近
く
の
廊
下
。
部
活
帰
り
の
生
徒
が
ち
ら
ほ
ら
。 

茉
白
、
制
服
姿
で
友
人
数
名
と
歩
い
て
い
る
。 

茉
白 

「
ど
う
や
っ
た
ら
彩
華
先
輩
に
勝
て
る
か
な
ぁ
」 

友
人
Ａ
「
え
ぇ
。
だ
っ
て
あ
れ
は
さ
ぁ
」 

友
人
Ａ
、
友
人
Ｂ
と
目
を
合
わ
せ
る
。 

友
人
Ｂ
「
だ
よ
ね
ー
」 

友
人
Ａ
「
反
則
ギ
リ
ギ
リ
、
じ
ゃ
ん
？
」 

茉
白
、
顔
を
し
か
め
る
。 

茉
白 

「
あ
れ
は
流
れ
じ
ゃ
ん
。
た
ま
た
ま
剣
先
が―

―

」 

友
人
Ｂ
、
話
を
遮
っ
て
、 

友
人
Ｂ
「
昨
日
も
一
昨
日
も
同
じ
こ
と
言
っ
て
る
し
。
『
た
ま
た
ま
』
っ
て
」 

友
人
Ａ
「
も
う
庇
う
の
や
め
な
よ
」 

友
人
Ｂ
「
あ
れ
は
狙
っ
て
る
よ
」 

茉
白 

「
毎
回
ギ
リ
ギ
リ
、
な
ん
て
狙
え
な
い
と
思
う
け
ど
」 

友
人
Ａ
と
Ｂ
、
足
を
止
め
る
。 

茉
白
、
ふ
た
り
と
向
き
合
う
形
で
立
ち
止
ま
る
。 

友
人
Ａ
「
茉
白
、
気
づ
い
て
る
ん
で
し
ょ
？
」 
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友
人
Ｂ
「
ア
ン
タ
が
我
慢
す
る
意
味
っ
て
な
ん
か
あ
る
の
？
」 

茉
白
、
顔
を
そ
む
け
る
。 

三
人
の
近
く
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
棚
。
剣
道
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

夕
陽
に
照
ら
さ
れ
輝
い
て
い
る
。 

 

４
． 
公
園
・
内
（
夜
） 

住
宅
街
に
あ
る
小
さ
な
公
園
。 

彩
華
、
よ
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
素
振
り
を
し
て
い
る
。 

彩
華 

「
２
９
９…

…

３
０
０
ッ
」 

彩
華
、
竹
刀
を
下
ろ
す
。 

肩
で
息
を
し
つ
つ
、
汗
を
拭
く
。 

竹
刀
を
構
え
な
お
す
。 

面
・
小
手
・
胴
を
す
べ
て
ガ
ー
ド
す
る
、
三
所
隠
し
状
態
。

即
反
則
に
な
る
ガ
ー
ド
で
あ
る
。 

 

５
． 

公
園
・
外
（
夜
） 

公
園
の
外
側
。
住
宅
街
の
路
地
。 

茉
白
、
竹
刀
袋
を
背
負
っ
て
い
る
。 

公
園
に
入
ろ
う
と
し
、
彩
華
の
存
在
に
気
づ
く
。 

彩
華
は
竹
刀
を
細
か
く
動
か
し
て
い
る
。 

茉
白
、
眉
を
ひ
そ
め
る
。 

 

６
． 

公
園
・
内
（
夜
） 

茉
白 

「
先
輩
、
お
疲
れ
様
で
す
」 

彩
華
、
茉
白
に
驚
く
。 

彩
華 

「
お
疲
れ
様
。
家
、
こ
の
辺
だ
っ
け
」 

茉
白 

「
は
い
。
先
輩
も
？
」 

彩
華 

「
う
ん
。
今
ま
で
会
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
よ
ね
。
な
ん
で
だ
ろ
」 

茉
白 

「
い
つ
も
は
家
の
庭
で
や
っ
て
る
ん
で
す
。
今
日
は
気
分
転
換
で
こ

こ
に
来
ま
し
た
」 

彩
華 

「
ふ
ぅ
ん
。
私
、
時
間
ギ
リ
ギ
リ
だ
か
ら
す
ぐ
帰
る
け
ど…

…

一
緒

に
素
振
り
す
る
？
」 

茉
白
、
ギ
リ
ギ
リ
と
い
う
言
葉
に
表
情
が
強
張
る
。 

彩
華 

「
あ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
り
た
い
よ
ね
。
ご
め
ん
」 
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茉
白 

「
あ
の
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
」 

茉
白
、
言
い
に
く
そ
う
に
、 

茉
白 

「
さ
っ
き
の
、
な
ん
の
練
習
だ
っ
た
ん
で
す
か
」 

次
は
彩
華
の
顔
が
強
張
る
。 

茉
白 

「
面
・
小
手
・
胴
を
隠
し
て
ま
し
た
。
三
所
隠
し
は
即
反
則
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
か
」 

彩
華 

「
違
う
よ
。
中
心
を
奪
い
合
っ
た
と
き
の
イ
メ
ト
レ
だ
よ
」 

茉
白 
「
三
所
隠
し
を
誤
魔
化
す
と
き
に
や
る
動
き
に
し
か
見
え
な
か
っ
た

で
す
よ
」 

彩
華
の
汗
が
地
面
に
落
ち
る
。 

彩
華
、
茉
白
を
睨
ん
で
、 

彩
華 

「
そ
れ
、
先
輩
に
言
う
こ
と
？
」 

茉
白 

「
わ
、
私
は
い
つ
も
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
ま
す
し
」 

彩
華 

「
ま
る
で
私
が
正
々
堂
々
と
し
て
い
な
い
み
た
い
だ
ね
」 

ふ
た
り
は
見
つ
め
合
う
。 

彩
華
は
よ
れ
よ
れ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
。 

茉
白
は
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
。 

彩
華
、
苦
く
笑
う
。 

茉
白 

「
な
ん
で
す
か
」 

彩
華 

「
な
ん
で
も
な
い
よ
。
ね
、
明
日
さ
。
朝
練
前
に
一
戦
し
よ
？
」 

茉
白 

「
別
い
い
い
で
す
け
ど…

…

」 

茉
白
、
少
し
悩
ん
で
、 

茉
白 

「
正
々
堂
々
で
お
願
い
し
ま
す
」 

 

７
． 

高
校
・
道
場
・
外
観
（
朝
） 

静
か
な
朝
の
空
。 

道
場
の
入
り
口
が
開
か
れ
て
お
り
、
二
つ
の
靴
が
並
ん
で
い

る
。 

 

８
． 

高
校
・
道
場
（
朝
） 茉

白
と
彩
華
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
。 

竹
刀
と
竹
刀
が
当
た
る
音
。 

押
し
合
い
。
茉
白
の
ほ
う
が
力
強
い
。 

彩
華
、
押
し
合
い
に
負
け
そ
う
に
な
る
。 
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茉
白
、
離
れ
る
。 

ふ
た
り
は
間
合
い
を
取
る
。 

彩
華 

「
押
し
出
さ
な
い
ん
だ
ね
」 

茉
白 

「
力
で
押
し
出
す
の
は
反
則
で
す
よ
」 

彩
華
、
カ
チ
ン
と
き
た
よ
う
に
間
合
い
を
詰
め
る
。 

続
い
て
竹
刀
と
竹
刀
が
か
ち
合
う
。 

彩
華
の
打
ち
込
み
に
耐
え
る
茉
白
。 

茉
白
、
も
う
だ
め
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
表
情
。 

彩
華
、
に
や
り
と
笑
う
。 

彩
華 

「
戦
う
意
思
を
見
せ
な
い
の
も
反
則
だ
よ
！
」 

更
に
勢
い
を
増
す
。 

茉
白
、
そ
れ
を
見
越
し
て
い
た
よ
う
に
竹
刀
を
流
す
。 

彩
華
の
後
ろ
に
回
る
。 

茉
白
、
一
閃
。
胴
が
決
ま
る
。 

息
も
絶
え
絶
え
で
、 

茉
白 

「
は
じ
め
て
、
勝
ち
ま
し
た
」 

彩
華
、
そ
の
ま
ま
の
体
勢
で
荒
い
息
を
し
て
い
る
。 

茉
白
、
竹
刀
を
下
ろ
す
。 

面
金
を
外
し
、 

茉
白 

「
な
ん
で
、
い
つ
も
反
則
ギ
リ
ギ
リ
を
狙
う
ん
で
す
か
。
そ
ん
な
こ

と
し
な
く
て
も
」 

と
、
悔
し
そ
う
な
表
情
。 

彩
華
も
面
金
を
外
す
。 

彩
華 

「
何
が
何
で
も
勝
ち
た
い
。
そ
れ
じ
ゃ
だ
め
な
の
？
」 

彩
華
、
そ
の
場
に
座
る
。 

彩
華 

「
う
ち
の
家
、
お
金
、
余
裕
な
く
て
さ
。
せ
め
て
、
負
け
な
い
の
が

恩
返
し
み
た
い
な
」 

茉
白
、
想
定
外
の
言
葉
に
動
揺
を
隠
せ
な
い
。 

茉
白 

「
お
う
ち
の
人
に
そ
う
言
わ
れ
て
る
ん
で
す
か
？ 

で
き
な
き
ゃ
辞

め
ろ
と
か…

…

」 

彩
華
、
首
を
振
る
。 

茉
白
、
竹
刀
を
握
る
手
に
力
が
こ
も
る
。 

茉
白 

「
そ
れ
で
セ
コ
い
こ
と
や
っ
て
た
ら
、
自
分
に
負
け
て
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
！
」 
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彩
華
、
目
を
見
開
く
。 

茉
白 

「
先
輩
は
そ
ん
な
勝
ち
方
が
し
た
い
ん
で
す
か
？ 

こ
ん
な
に
実
力

が
あ
る
の
に
、
な
ん
で
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
わ
な
い
ん
で
す
か
！
」 

茉
白
、
肩
で
息
を
し
て
い
る
。 

彩
華
、
唇
を
か
む
。 

彩
華 

「
ア
ン
タ
だ
っ
て
全
国
行
き
た
い
で
し
ょ
」 

茉
白 

「
先
輩
は
私
の
憧
れ
な
ん
で
す
。
中
学
の
全
国
大
会
で
見
か
け
た
時

か
ら
、
ず
っ
と
。
強
く
て
、
ま
っ
す
ぐ
で
、
か
っ
こ
よ
く
て
、
や

さ
し
く
て…

…

」 
茉
白
、
息
が
詰
ま
り
、
天
を
仰
ぐ
。 

大
き
く
一
呼
吸
。 

彩
華
の
前
に
し
ゃ
が
む
。 

茉
白 

「
個
人
戦
の
次
は
団
体
戦
で
全
国
い
き
ま
し
ょ
う
よ
。
私
と
一
緒
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
負
け
な
い
ん
で
」 

彩
華
、
茉
白
の
顔
を
み
て
、
力
が
抜
け
る
。 

茉
白
の
目
元
を
拭
っ
て
、 

彩
華 

「
い
い
け
ど
、
ど
う
す
る
？ 

正
々
堂
々
な
だ
け
じ
ゃ
高
校
の
全
国

は
狙
え
な
い
か
も
よ
？
」 

茉
白
、
顔
を
雑
に
拭
い
、
立
つ
。 

彩
華 

「
負
け
た
ら
、
全
部
無
駄
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
」 

茉
白 

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
。
そ
も
そ
も
、
勝
つ
の
で
」 

茉
白
、
手
を
差
し
出
す
。 

彩
華
、
一
瞬
躊
躇
。
す
ぐ
に
力
強
く
握
り
返
す
。 

ふ
た
り
の
顔
に
は
勝
気
な
笑
顔
が
浮
か
ぶ
。 

友
人
Ａ
と
Ｂ
、
入
り
口
か
ら
こ
の
様
子
を
目
撃
。
不
思
議
そ

う
な
顔
。 

 

９
． 

高
校
・
道
場
（
夕
） 夕

方
の
部
活
動
中
。 

茉
白
、
竹
刀
を
構
え
る
。 

彩
華
、
そ
れ
を
微
調
整
し
て
あ
げ
る
。 

 

１
０
． 

公
園
・
内
（
夜
） 

茉
白
と
彩
華
、
素
振
り
を
す
る
。 
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ふ
た
り
の
汗
が
光
る
。 

試
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ロ
ー
で
行
う
。 

ふ
た
り
の
笑
顔
。 

 

１
１
． 
道
（
朝
） 

色
づ
い
た
木
の
葉
が
ひ
ら
り
。 

彩
華
、
制
服
で
竹
刀
袋
を
持
っ
て
い
る
。 

交
差
点
で
立
ち
止
ま
る
。 

腕
時
計
を
見
る
。 

茉
白 

「
先
輩
！
」 

彩
華
、
顔
を
あ
げ
る
。 

茉
白
、
満
面
の
笑
み
で
近
寄
る
。
彩
華
と
同
じ
く
制
服
に
竹

刀
袋
を
持
っ
て
い
る
。 

ふ
た
り
は
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
出
す
。 

行
く
先
に
は
市
民
体
育
館
が
あ
る
。 

 

１
２
． 

市
民
体
育
館
・
外
観
（
朝
） 

「
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
」
の
看
板
。 

関
係
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。 

茉
白
と
彩
華
、
他
の
部
員
と
合
流
す
る
。 

 

１
３
． 

市
民
体
育
館
・
内
（
朝
） 

大
会
会
場
。
大
勢
の
観
客
と
生
徒
た
ち
。 

茉
白
、
満
ち
足
り
た
表
情
。 

彩
華
も
同
じ
表
情
を
し
て
い
る
。 

ふ
た
り
は
笑
み
を
交
わ
す
。 

小
手
を
つ
け
た
拳
が
重
な
る
。 

 

１
４
． 

高
校
・
昇
降
口
（
夕
） 

棚
に
は
新
し
い
剣
道
ト
ロ
フ
ィ
ー
。 

リ
ボ
ン
に
は
「
令
和
７
年
度
団
体
戦
優
勝
」
と
あ
る
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

お
わ
り 


